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厚生労働科学研究費補助金（障害者対策総合研究事業） 

「障害者の防災対策とまちづくりに関する研究」 

平成 24～26年度 分担研究総合報告書 

 

東日本大震災における発達障害（児）者のニーズと 

有効な支援のあり方に関する研究 

―岩手・宮城の発達障害の子どもたちと家族、支援者への調査から― 

研究分担者 前川あさ美 東京女子大学 

 

研究要旨 

発達障がい、あるいはそれを疑われる特徴をもった子どもたちとその家族に焦点をあて

て、東日本大震災においてどのような体験をしたかについて分析を行い、「災害と発達障が

い」のリーフレットを作成し、被災地内外に配布した。また、震災直後、ならびにその後

３年に渡る経過の中で「必要であったが足りなかったこと」についての分析結果から、①

居場所、②情報、③物資、④理解の不足という問題を見出した。これらの不足は震災後の

経過の中で長期に渡り、子どもと家族に試練やストレスを与え続けた。他方で、こうした

不足によるストレスは、「自己受容と自己成長への気づき」「子どもへの感動と発見」「人生

への感謝や価値観の変化」「他者との絆や地域交流の重要性への気づき」といった Post 

traumatic growth と類似した心の成長へと彼らを導いている様子も示唆された。こうした

体験は、子どもや自分をありのままに受け入れてもらえる「理解」と「場所」の体験、す

なわち、心の居場所の存在によって促進されているようすがみられた。こうした「理解」

「場所」は決して震災前から存在していたわけではないが、直後からのさまざまな不足に

よる試練の中で獲得していくことが PTG の意識と関連していた。支援者に関しては、経過

の中で、「サバイバーズ・ギルト」が強まっている様子がみられた。被災者同士の間の格差

が広がることによる罪悪感や、安定することへの自己嫌悪といったものが彼らの支援力を

低下され、心身の健康を脅かしていることは軽視してはならない。最後に、発達障がいと

いう特徴を十分に理解したうえでの防災教育の必要性が示唆され、彼らひとりひとりの多

様性を土台にし、恐怖を押し付けることなく、より具体的で、主体的に取り組める防災教

育のツールとしてのアプリ開発を行った。これは、「自分をまもるリュック」として iPad

専用のアプリケーションとして無料ダウンロードできるようになっている。 

 

Ａ．平成 24年度の成果 

 東日本大震災で、彼らが何を体験したの

か。避難所にほとんどいられなかった発達

障害を抱える子どもと家族に焦点をあてて、

「発達障害」という状態特有の震災時の困

難について具体的に明らかにした。 
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発達障害という障害特有の問題（例えば、

コミュニケーションの問題、対人関係づく

りの問題、独特の感覚体験や、興味や関心

のこだわり等）が、震災時の彼らならびに

彼らの家族の生活を脅かすことが 20 年前

の阪神淡路大震災の時に提唱されていたが、

今回の大震災では、その当時の教訓は十分

に生かせなかったといえる。 

平成 25 年度は、震災後の時間的経過の中

で（震災後 1 か月から 2 か月頃の第一期、

震災後半年後の第二期、震災後約一年後の

第三期）、発達障害、また、それが疑われる

子どもたち（いわゆる自閉症スペクトラム

とか、グレーソーンの子ども）とその保護

者に焦点をあて、被災地での面接調査から

見えてきたそれぞれの時期の課題を取り上

げていった。 

第一期、特に震災直後は、多くの家族と

支援者が、発達障害を抱える子どもたちが

比較的混乱も少なく、安定しているように

見えたと語っていた。空気や表情を読むの

が苦手、新奇な状況ではパニックになりや

すいなどといわれてきた彼らだが、こうし

た様子は、私たちに発達障害を抱える子ど

もから学びなおさねばならないことが多数

あることを気付かせてくれた。しかし、直

後に安定しているようにみえた彼らだが、

「ライフラインの復旧とともに」、あるいは

「日常生活がもどるとともに」、これまで以

上に混乱した状態を見せるものがでてきた、

中でも複数の保護者が語った子どもの反応

としては「赤ちゃん返り」「自傷衝動の高ま

り」「パニックの頻発」「震災関連の映像へ

のこだわりあるいは極度の恐怖」「震災関係

の質問の繰り返し」「長期化する震災に関連

したごっこ遊び」「誤った思い込み（自分が

悪い子だったから、家が流されたなど）」と

いったものは、家族生活全体の適応を脅か

すことも少なくなかった。その他、避難場

所での安心できなさ、必要な物資提供のむ

ずかしさ、第一期の後半には、長期化ｓる

非日常性への不適応的反応、発達障害に関

する理解不足や専門家不足の影響、保護者

の経済的心理的身体的負担、被災地外から

の支援への葛藤といったものがみられた。 

第二期においては、震災後の心の反応へ

の戸惑い（長期化したり、内容が多彩にな

ったり、また、当初みられなかった新たな

トラウマ反応が出現したりなど）が表面化

したり、震災前からの地域や家族の問題が

顕在化してきたり、学校の統廃合による居

場所のなさの問題がみられ、保護者や地元

支援者たちの疲弊が強まっていった。この

時期、世間では「防災」という言葉が頻繁

にでてくるが、被災地では、この言葉を用

い始めるものと、この言葉に困惑を感じた

り、復興の見通しがつかない中で、実感を

もって意識できなかったりするものとの格

差がうかがわれた。 

一年をむかえた第三期においては、子ど

もたちや保護者のトラウマ後の心の反応の

個人差が浮き彫りとなり、この違いを生む

背景を調査する必要性が見出された。また、

長期化するストレス反応や、アニバーサリ

ー反応という心の反応への戸惑いがみられ

るものの、他方で、保護者たちがストレス

を体験しながらも、子どもや自らの心の成

長についても語りだす様子がみられた。こ

のころになると、「防災」への具体的な取り

組みが見出された。 

平成 25 年の調査から、発達障害を抱える

子どもと保護者の体験を語り継いでいくと
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いう支援の必要性を感じ、彼らの体験を整

理した「災害と発達障害」というリーフレ

ットの制作計画をたてることにした。また、

この年度は、保護者へのレスパイトケアと

支援者への研修という支援も並行して行っ

た。 

 

Ｂ. 平成 25年度の成果 

 平成 25 年度は、質問紙調査を通して、被

災地の発達障害を抱える子どもとその家族、

ならびに彼らの支援者が震災後に体験した

ストレスと心の成長について明らかにした。 

岩手県、宮城県の沿岸部ならびに内陸部

に在住で被災をした発達障害の子どもを抱

える家族２１名と支援者８名に個別、ある

いはグループで面接を実施した。面接のリ

サーチクエスチョンのひとつは震災時のス

トレス体験で、「震災時に必要であったも

の・足りなかったもの」についての語りか

ら、彼らが主に、①「居場所」、②「情報」、

③「物資」、④「理解」の４つの不足を体験

していたことがうかがわれ、それをもとに

質問項目を作成して調査をした。保護者 80

名、支援者 87 名への回答から、「居場所」

の不足には震災直後の避難所が、子どもの

特性や保護者の自責の思いから安心してい

られる場所とはならなかったこと、また、

その後、コミュニティが分散してしまった

仮設住宅や復興住宅においても同様に安心

できない経験をしていたこと、さらに、学

校などの統廃合により、日中の子どもたち

の安心できる居場所も消失・減少したこと

などが含まれる。「情報」の不足には、居場

所が定まらなかったことによってライフラ

インのことなど生きるために必要な情報も

得にくかったことや、発達障害の子どもた

ちに生じる状況を理解するために必要な情

報も得られなかったこと、また、手にした

情報の正確さに信頼がおけなかったことが

含まれる。「物資」の不足は、生きるために

必要な衣食の物資が、居場所が定まらなか

ったことで届かなかったこと、発達障がい

の子どもたちのこだわり故に、提供された

物資が活用できなかったことなどが含まれ

る。「理解」の不足には、沿岸地域において、

発達障害や特別なニーズのある子どもにつ

いての理解が以前から十分ではなく、専門

家の数も足りていなかったことが含まれる。 

また、これらの４つのカテゴリーの中で、

「情報」や「物資」については、時間的経

過とともに内陸部や全国の親の会や関連団

体による協力などによって補うことができ

るようになっていったが、「居場所」と「理

解」の不足への不満は、平成 25 年度、すな

わち震災後約２年以上経過していても、協

力者の生活の安定と安心を脅かしていた。

「居場所」および「理解」には、大規模な

被災によって混乱したコミュニティ自身の

エンパワメントが求められ、行政の主導が

必要であると思われた。 

また、面接調査で得られた震災後に自分

に起こったこと、気付いたことという保護

者と支援者たちの語りからも質問項目を作

成して調査をし、因子分析をした結果、

Tadeschi らが唱えている Post Traumatic 

Growth（以下 PTG）と類似した「自己受

容と自己成長への気づき」「子どもへの感動

と発見」「人生への感謝や価値観の変化」「他

者との絆や地域交流の重要性への気づき」

の 4 因子が抽出できた。こうした体験は、

震災後の様々な不足によるストレス体験に

も関わらず、むしろ、ストレスが高いほど、
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意識している様子がみられた。つまり、こ

こで、重要なことは、PTG を体験している

からといってストレスから解放されている

わけではないこと、特に、「サバイバーズ・

ギルト」といわれる罪悪感は、時間ととも

に薄れていくだけでなく、あらたに加わり、

災害生存者を苦しめている様子もみられた

ことである。 

コミュニティと保護者が少しずつエンパ

ワメントする中で、「防災教育」がすすめら

れていくが、発達障害を抱える子どもと家

族が主体的に関われる防災教育の実現に課

題があることが見えてきた。そこで、彼ら

にとって適切な防災教育のありかたについ

て検討を開始し、視覚的刺激に反応がよく、

iPad の使用が得意であるといわれる彼ら

を対象とした防災アプリの開発を開始した。

前川(2011)の「自分をまもるカード」を土

台にして、女子美術大学の教員とともに開

発を開始し、石巻市で保護者ならびに支援

者から意見をうかがいった。 

 また、前年度から準備をしていた、「災害

と発達障害」のリーフレットを発行すると

ともに、この内容をデイジー化し、国リハ

の HP にアップした。また、面接ならびに

質問紙調査で見えてきた、発達障害の子ど

もと保護者に必要な震災後の心のケアと４

つのニーズについて、国際学会（Pacific 

Rim International conference on 

disability and diversity）にてポスター発表

を行った。 

 

Ｃ. 平成 26年度の成果 

 前年度の質問紙調査の一部にある自由記

述の内容等を整理することで、震災後のス

トレスを悪化させる要因と、PTG といって

いい心の成長をもたらす背景について明ら

かにするとともに、発達障がいを抱える子

どもと家族に必要な防災教育のありかたに

ついて検討した。 

 まず、「場所」に関わる問題が、発達障害

を抱える子どもと家族の生活を脅かす大き

な問題をなっている様子がうかがわれた。

そして、それは「理解」とも深く関連して

おり、「理解」と「場所」の不足をともに訴

える保護者たちは、特に強いストレスを体

験している様子がみられた。逆にいえば、

子どもを理解してもらえ、受け入れてもら

える場所、すなわち「居場所」というもの

を早期に見出せた家族は、「情報」や「物資」

といった不足を体験していたとしても、

PTG を意識できていた。 

また、防災教育が被災地でも盛んにおこ

なわれるようになったものの、その多くは、

定型発達の子どもを想定して防災グッズの

説明がなされていたり、また、津波の映像

などを見せ、ともすると視覚的恐怖を強め

てしまったり、命や他者との絆の重要性を

訴えるという抽象的なものであったり、一

方的に提供される形式の教育となっている

ことが被災地での聞き取りから見えてきた。

発達障害をかかえる子どもたちはひとりひ

とり異なるニーズを抱えていること、こだ

わりの内容が多様であることが、震災後の

彼らの生活を困難にさせている様子がみら

れたが、このことから、子どもたちの多様

性を理解した防災教育のあり方を検討しな

ければならない。また、視覚的情報に過敏

である彼らが、映像などを利用した防災教

育によってフラッシュバック体験を継続さ

せてしまうことがないように配慮すること

も考えねばならない。 
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発達障害の子どもとその家族にとって適

切な防災教育の内容や方法を検討しながら、

昨年度終わりから開発をし始めた防災アプ

リを、石巻市、宮古市、東京などでモニタ

ーとなってもらった保護者や支援者の声を

取り入れて工夫、改善を重ねて、3 月に iPad

専用のアプリとしてダウンロードできるよ

うに無料配信した。 

このアプリは、自分を知り、それを他者

と共有することで、個々の多様性を配慮し、

過去の体験の恐怖に訴えるのではなく、過

去の体験の教訓を生かせる方法で、主体的

に、そして具体的に自分をまもる防災に取

り組めるように企画されたが、その最終的

評価は年度内に間に合わなかったため、今

後行っていかねばならない。 

 

Ｄ．研究発表 

1. 前川あさ美 2013 発達障害と災害 

心理臨床センター紀要第 3 号 東京女子大

学 

2. Asami Maekawa 2014 Disaster and 

Developmental Disabilities Pac Rim 

International Conference of Disability 

and Diversity 
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